
 

 

 

（様式第２号） 
 

農地法第５条第１項の規定による許可申請書 
 
 

下記のとおり転用のため農地（採草放牧地）の権利を設定、移転したいので、農地法第 
 ５条第１項の規定による許可を申請します。 

 
○○○○年○○月○○日 

 
            譲受人（氏名）   町 屋 建 助  印 

 
            譲渡人（氏名）   田 畑 耕 作  印 

 
 

加茂市農業委員会会長 ○ ○ ○ ○ 様 
 

 

農業委員会受付 

○○ 
年 月 日  

 
整理番号 

 

記 
１ 当事者の氏名・住所等 

 当事者の別 氏  名 年 齢 住     所  

譲受人 町屋 建助 ○○ 加茂市穀町８番２７号 

譲渡人 田畑 耕作 ○○ 加茂市幸町二丁目３番５号 

２ 許可を受けようとする土地の所在、地目、面積等 

 土地の所在 

地番 

地目 

面積 

(㎡) 
所有者 
の氏名 

所有権以外の使用収益権 

が設定されている場合 
市街化区域、

市街化調整 

区域、その他

の区域の別 

 

加茂市 

登記 

簿 
現況 

大字 字 
権利の

種類 

権利者の氏名

又は名称 

幸町 
二丁目 

 123-4 田 畑 250 田畑耕作 － ― その他 

幸町 
二丁目 

 123-5 田 田 250 田畑耕作 － ― その他 

          

          

計  ５００㎡ （田  ２５０㎡    畑   ２５０㎡   採草放牧地      ㎡） 

３ 転用目的 
 
一般個人住宅建築敷地 

４ 権利を設定、 

 移転しようとす 

る契約の内容 

権利の種類 権利の設定・移転の別 

所有権 移転（売買） 
 

許可番号     第      号 

上記のとおり許可します。 

○○   年   月   日 

       加茂市農業委員会会長  ○ ○ ○ ○   

１ 条  件 別紙記載のとおり 

２ 注意事項 別紙記載のとおり 

３ 教示事項 別紙記載のとおり 

  

町
屋 

田
畑 

町
屋 

田
畑 

捨印 

 

訂正が有る場合に備えて、あらかじめ押印

してください。 

 

 

買う人、借りる人について記入します。 

(印は認め印でかまいません。) 

 

権利の設定、移転を伴う転用をする場合の 

売る人、貸す人について記入します。 

(印は認め印でかまいません。) 

現住所が許可を受けようとする土地の登記

事項（全部事項証明）に記載された住所と異

なっている場合は、住民票や戸籍の附票等、

前住所が確認できる書類を添付してくださ

い。 

共有の申請で共有者が多く、書ききれない

場合は、「別紙のとおり」とし、別紙に記入の

上、申請書に綴じて割印をしてください。 

 また、その場合、共有者の数の申請書（副本）

も必要となります。 

許可を受けようとする土地の筆数が多く、

書ききれない場合は、「別紙のとおり」とし、

別紙に記入の上、申請書に綴じて割印をして

ください。 

転用目的を具体的に記入してください。 
【例】 
 一般個人住宅、農家住宅、倉庫、店舗、賃貸住宅、建売住

宅、住宅敷地拡張、資材置場（具体的な資材）、宅地分譲（区

画数）、駐車場（台数）、植林（本数）等 

 現況地目の合計面積を記入します。 

 転用の目安は、農家住宅建築敷地の場合で

概ね１，０００㎡。一般個人住宅敷地の場合

で、概ね５００㎡となります。 

 設定、又は移転する権利の種類について記

載してください。 
【例】所有権、賃借権、使用貸借権 等 

（例えば、親の土地を子が無料で借りて家を建てる場合は、

使用貸借権の設定となります。） 

 権利の「設定」か、権利の「移

転」かを、記入してください。 

〇申請書の提出期限は、毎月１0日です。 

(早めの提出にご協力をお願いいたします。) 

○申請書の印刷の仕方 

 ※Ａ３版に２面

を印刷してくだ

さい。 

 

 加茂市には市街化区域、市街化調整区域は

ありませんので「その他」と記入します。 

 賃借権等に基づく耕作者がいる場合は、紛

争を防ぐため、あらかじめ合意解約の手続き

を行なってください。 
以下余白 



 
 
 
 

５ 転 用 計 画 
 ①（転用しようとする事由の詳細） 

 現在、アパートを借りて住まいしておりますが、子供が生まれ手狭
になったため、申請地を購入し住宅を新築するものです。 
 
 

 

該当文言を○で囲むこと。 
一  時  転  用 
永  久  転  用 

 

      （権利の設定・移転の時期○○○○・○○・○○） 

② 転用の時期及

び転用の目的に

係る事業又は施

設の概要 
 
 
 

農地等以外の 
土地を含む場 
合は、事業計 
画面積のすべ 
てについて記 
載すること。 

工事計画 

着工○○ ○○年○○月○○日から 

完工○○ ○○年○○月○○日まで 
土地利用 

の 面 積 

③ 権利の存続期間 

○○  年  月  日から 

○○  年  月  日まで 

 

 

④ 事業の操業期間又は 

施設の利用期間 

○○○○年○○月○○日から 

               永久年間 

 

名称 棟数 建築面積 所要面積 
田 ２５０㎡ 

 
畑 ２５０㎡ 

 
採    ㎡ 

 

 他   ㎡ 

土地造成    ２５０ 

建築物     住 宅 １ １５０  ３００ 

工作物     庭   １７５ 

 駐車場 ２台  
 

 ２５ 

計   １５０ ５００  計５００㎡ 

６ 資金調達に 
ついての計画 

 

資金所要額 
総額４，２００万円 

土地代金     ４００万円 

整地費      ３００万円 

建設費  ３，５００万円 

その他        円 

自己資金 ２，０００万円 
 
借入金  ２，２００万円 
 
借入先 △△銀行加茂支店 

７ 付近の土地、 

   作物、家畜及 

び生活環境等 

への被害防除 

施設の概要 

隣接地との間には、Ｕ字側溝やコンクリート土留を敷設し雨水、土砂は流出
しない様にします。また、生活排水については、下水道に接続する計画である
ことから、周囲への影響は生じません。 

８ その他参考事項  

 
添 付 

 
書 類 

 
 
 

添付 
した 
書類 
に○ 
印を 
付す 

 
(1) 法人にあっては、定款若しくは寄付行為の写し 
又は法人の登記事項証明書（農地等について権利 
を取得しようとする者に係るものに限る。） 

(2) 申請土地の登記事項証明書（全部事項証明書） 
(3) 申請土地に係る地番を表示する図面 
(4) 申請土地の位置及び付近の状況を表示する図面 
（縮尺は１／10,000ないし１／50,000程度） 

(5) 申請土地に建設しようとする建物又は施設の面 
積、位置及び施設物間の距離を表示する図面（縮 
尺は１／500ないし１／2,000程度） 

(6) 申請土地が土地改良区の区域内にある場合に 
は、当該土地改良区の意見書 

(7) 資金調達についての証明書類 

(8) 所有権以外の権原に基づいて申請する場合に 
は、所有者の同意があったことを証する書面、申 
請土地に地上権、賃借権等に基づく耕作者がいる 
場合には、その同意があったことを証する書面 

(9) 当該事業に関連して法令の定めるところによ 
り許可、認可、届出等を要する場合においてこれ 
を了しているときは、その旨を証する書面 

(10) 当該事業に関連する取水又は排水につき関係 
権利者の同意を得ている場合には、その旨を証す 
る書面 

(11) その他参考となるべき書類 
 

  

転用が必要な理由を具体的かつ詳細に記入

してください。 
【例】 
① 現在の住宅が老朽化して手狭なため、隣接する申請地

に別棟で住宅を建築したい。 

② このたび、長男夫婦が同居するため、隣接地に住宅を増

築したい。 

③ 現住宅が老朽化し手狭なため、現敷地と合わせて隣接

する申請地に住宅を建築したい。 

④ 駐車スペースが狭隘なため、隣接する申請地に駐車場

を造成したい。 

転用の目的となる事業計画について記入し

てください。 
建築物、工作物ごとに名称、棟数、建築面積（１階

床面積＋ポーチ等の面積）、所要面積を記入します。 

建築物、工作物以外のものの場合は、それに見合う

項目を記入し、名称以降の欄を記入してください。 

駐車場の場合は「台数」、宅地造成の場合は「区画

数」、植林の場合は「本数」も記入してください。 

○事業を行う土地が申請地（農地）だけの場合 

  転用許可を受ける面積で事業に必要な面積を記

入してください。合計面積は転用許可を受ける農地

の面積と一致します。また、所要面積の計と土地の

利用面積の計は一致します。 

○事業を行う土地に申請地のほかに隣接宅地等を含

む場合（農地以外の一体利用地がある場合） 

  事業を実施する農地以外の土地（一体利用地）の

面積と転用許可を受ける農地面積の合計面積（事業

を実施する全体の面積）を記入してください。一体

利用地の面積は「他 ○○㎡」欄に記入します。所

要面積の計と土地の利用面積の計は一致します。 

 

一 致 

  

転用事業に申請の農地以外の土地を含む場

合は、その土地の所在地、地目、面積等を記

入してください。 
【例】加茂市幸町二丁目○○○番 宅地 ２００㎡ 

 該当する添付書類の番号に○をつけてくだ

さい。 

捨印 

 いずれかを○で囲みます。 

 一時的な利用で、農地への復旧を計画して

いる場合は、一時転用に○を付けます。一時

転用で許可を受けた後に、永久転用に変更す

る場合は、事業計画変更承認申請が必要とな

ります。 

 許可日以降の日付で計画してください。（着

工日は許可日と記入いただいても結構です。

事業の操業期間は、完工日の翌日からとして

ください。） 

 なお、通常の場合、毎月の申請締切日は１

０日で、許可日は月末となります。（３０aを

超える場合は、翌月の１８日頃となります。） 

 賃借権、使用貸借権等の設定の場合、その

期間について記入します。 

（別添）「資金計画申出書」と相違ない計画を

記入してください。 

※融資機関の残高証明、融資証明書、又は融

資申込書の写し等の資金の裏づけ書類が必要

となります。 

 

 具体的な被害防止措置及び、被害発生の無

い具体的な理由について記入してください。

開発区域が１ha を超える場合、「排水処理計

算一覧表」の提出及び排水審査が必要となり

ます。 

農地法以外の法令により義務付けられてい

る行政庁との協議状況等を記載してくださ

い。 
【例】農振農用地からの除外、加茂市自然環境保全条

例の規定による許可、都市計画法の規定による開発

行為の許可、水路等の占用許可、等の協議状況 

 

町
屋 

田
畑 



 

 

  

 

 

別紙様式  記入例（一般個人住宅）    

資 金 計 画 申 出 書 

         

       申請者： 加茂市穀町８番２７号 町屋 建助 

         

内  訳 金  額 預入・借入先等 協議等の状況 

 自己資金 
20,000,000 円 

 ○○銀行加茂支店 
 別添、普通預金通帳（写）のとおり。 

（申請者名義の通帳で、残高がわかるもの） 

     
  円 

    

  
小

計 20,000,000 円 
    

 借入金 
4,000,000 円 

 ◇◇銀行加茂支店 別添、融資証明のとおり。 

     
18,000,000 円 

 ○○銀行△△支店 

（住宅金融公庫マイホーム建築資金） 
別添、借入申込書の写しのとおり。 

  
小

計 22,000,000 円 
    

 その他 
  円 

    

     
  円 

    

  
小

計 - 円 
    

合 計 
42,000,000 円 

- - 

         

（注意） 1  「その他」の「預入・借入先」欄には、資金の詳しい内容についても記載する。 

 2  「協議等の状況」欄は、預金等の種類、事前審査及び融資申込書の提出状況について具体的に記載する。 

 3  その他証する書類を添付することにより内容が明らかな場合は、『別添のとおり』と記載して差し支えない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資金計画申出書の記入例


